
ピッチ＆ポスター

発表No. 発表者（所属） 演題

P1 保積 和奏（京都大）ほか 林福連携の意義と課題―宮崎県串間市を事例に―

P2 鄭 亦璇（東京大） 住民の認識による湘南海岸砂防林の経済的評価

P3 玉城 力（九州大）ほか 沖縄県内建築士事務所における建築物への木材利用政策を巡る現状

P4 辻 脩平（滋賀県立大）ほか 森林ボランティア団体の持続と発展の要因に関する事例分析

P5 前川 柊矢（滋賀県立大） 木質バイオマスエネルギー収穫の経済面での持続可能性:立木価格の空間的可視化

P6 古里 孝志（鹿児島大）ほか 九州の林業職種・分野における外国人従事者受け入れの現状と課題

P7 江川 智也（北海道大）ほか 北海道における自伐型林業の事業展開の多様性と経営継続の課題

P8 中平 麻結（京都大）ほか 森林組合における女性理事登用の要因と影響

P9 林 陽輝（宇都宮大）ほか 近世宇都宮藩における木材流送と林野制度

P10 浦田 佳彰（京都大）ほか 第三次ウッドショック下で見られた奈良県での原木価格の動向

P11 清水 浩貴（鹿児島大）ほか 静岡県における焙乾用薪の生産流通構造

P12 伊瀬知 紗環子（鹿児島大） 伝統的工芸品における使用樹種の現状

P13 千葉 泰史（京都大） 国立公園における訪問行動と多様な価値:多重離散連続極値モデルによる検証

P14 難波 俊介（京都大）ほか 林業活性化の過程分析―山形県白鷹町を事例に―


